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①
鶴
見
区
の
挑
戦
～
地
域
防
災
力
向
上
を
目
指
し
て
～

１
一
基
本
は
地
域
の
防
災
力
向
上

①
災
害
対
策
を
重
点
施
策
に

　
鶴
見
区
で
は
、
平
成
1
7
年
度
か

ら
、
区
民
生
活
を
守
る
基
礎
と
な

る
災
害
対
策
を
区
の
重
点
施
策
の

一
つ
に
位
置
づ
け
、
そ
れ
ま
で
以

上
に
力
を
注
ぐ
こ
と
と
し
た
。

　
原
点
に
あ
る
の
は
、
多
発
す
る

災
害
と
そ
れ
ら
が
及
ぼ
す
市
民
生

活
へ
の
影
響
の
大
き
さ
で
あ
る
。

　
死
者
６
千
人
を
超
え
、
日
本
中

を
震
憾
さ
せ
た
阪
神
淡
路
大
震
災

か
ら
1
2
年
。
こ
の
間
に
も
、
国
内

で
は
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
平

成
1
6
年
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越

地
震
、
本
年
３
月
の
能
登
半
島
地

震
、
記
憶
に
新
し
い
本
年
７
月
の

新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
風
水
害
に

つ
い
て
も
、
平
成
1
6
年
の
新
潟
豪

雨
、
福
井
豪
雨
、
台
風
2
2
・
2
3
号

等
、
枚
挙
に
遑
が
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
は
各
地
に
多
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
長

き
に
亘
っ
て
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
。

　
過
去
に
発
生
し
た
災
害
を
教
訓

に
、
少
し
で
も
被
害
を
少
な
く
し
、

少
し
で
も
早
く
通
常
の
生
活
を
取

り
戻
す
こ
と
の
で
き
る
方
策
を
検

討
し
、
実
施
し
て
い
こ
う
。

　
鶴
見
区
の
「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
は
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
。

　
こ
の
稿
で
は
、
３
年
間
の
鶴
見
区

の
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
基
本
理

念
と
地
域
支
援
に
重
点
を
置
き
取

り
組
ん
で
き
た
風
水
害
対
策
を
中

心
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

②
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
地
域
」
と

　
「
連
携
」

【
地
域
の
備
え
と
連
携
を
強
化
】

　
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
住
民

間
の
連
携
が
円
滑
で
あ
る
地
域
ほ

ど
人
的
被
害
等
が
少
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
お
互
い
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
把
握
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

的
確
な
救
助
や
支
援
が
実
施
さ
れ

た
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
発
災
直
後
、
行
政
の
手
が
届
き

き
ら
な
い
間
は
、
ま
さ
に
「
隣
近

所
の
助
け
合
い
」
が
命
を
救
い
、

混
乱
を
防
止
す
る
こ
と
の
で
き
る

唯
一
の
手
段
で
あ
り
、
そ
の
後
も

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
基

本
と
な
る
。

　
横
浜
市
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
を
教
訓
に
、
震
災
時
に
地
域
が

主
体
的
に
運
営
す
る
地
域
防
災
拠

点
運
営
委
員
会
を
設
置
し
た
が
、

1
2
年
を
経
過
し
た
今
で
は
、
防
災

意
識
の
希
薄
化
か
進
ん
で
い
る
。

風
水
害
に
関
し
て
は
、
そ
れ
に
加

え
、
地
域
に
お
け
る
防
災
体
制
が

確
立
し
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
鶴
見
区
で
は
、
区
民

の
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
の

「
自
助
・
共
助
強
化
」
を
果
た
す

た
め
、
防
災
意
識
の
啓
発
と
地
域

の
防
災
活
動
へ
の
支
援
を
第
一
の

目
標
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

【
関
連
機
関
の
防
災
体
制
強
化
】

　
「
自
助
・
共
助
」
部
分
の
強
化

に
加
え
、
「
公
助
」
部
分
の
強
化

に
も
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。
鶴

見
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
体

制
を
根
底
か
ら
見
直
し
、
「
効
率
的

か
つ
的
確
な
対
応
が
と
れ
る
体
制

の
確
立
」
と
「
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
」
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
発
災
後
の

時
間
の
経
過
を
軸
に
、
取
り
組
む

べ
き
活
動
を
徹
底
的
に
分
析
し
、

最
優
先
事
項
に
素
早
く
人
員
を
投

入
で
き
る
よ
う
、
配
備
体
制
を
見

直
す
こ
と
、
地
域
へ
の
迅
速
な
情

報
受
伝
達
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

を
中
心
に
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い

て
は
、
独
自
の
防
災
情
報
受
伝
達

体
制
の
確
立
と
、
平
時
に
お
け
る

啓
発
活
動
等
で
の
連
携
強
化
を
中

心
に
す
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
地
域
の
備
え

と
連
携
の
強
化
」
と
行
政
等
「
関

連
機
関
の
防
災
体
制
強
化
」
の
二

つ
を
同
時
並
行
で
進
め
る
こ
と
、

言
い
換
え
れ
ば
「
地
域
防
災
力
向

上
」
を
図
る
こ
と
が
、
鶴
見
区
の

災
害
対
策
の
基
本
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

執
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「
鶴
見
区
役
所
の
推
進
体
制
」

　
鶴
見
区
役
所
で
は
、
地
域
防
災

力
向
上
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
1
7
年
度
に
は
、
災

害
種
別
ご
と
に
「
震
災
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
「
風
水
害
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
「
都
市
災
害
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
た
。
ま

た
、
1
8
年
度
は
、
災
害
対
策
に
す

べ
て
の
区
役
所
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
む
た
め
の
中
枢
機
能

と
し
て
「
鶴
見
区
災
害
対
策
推
進

事
業
部
」
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
課
題
解
決
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
た
。
1
9
年
度
に
つ
い

て
は
、
防
災
対
策
上
の
最
優
先
課

題
解
決
に
向
け
、
「
風
水
害
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
及
び
「
要
援
護

者
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
二
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、
課

題
ご
と
に
具
体
的
な
解
決
策
を
検

討
・
実
施
し
て
い
る
。

図１　鶴見区防災宣言

③
鶴
見
区
防
災
会
議
と
防
災
宣
言

　
「
地
域
防
災
力
向
上
」
と
い
う

基
本
理
念
の
下
、
災
害
対
策
強
化

の
第
一
歩
と
し
て
鶴
見
区
が
取
り

組
ん
だ
の
が
、
区
内
各
機
関
の
連

携
強
化
で
あ
る
。

　
地
域
・
企
業
・
行
政
機
関
が
日

頃
か
ら
連
携
し
、
情
報
を
共
有
し

て
こ
そ
、
様
々
な
災
害
に
迅
速
か

つ
的
確
に
対
応
し
、
災
害
時
の
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

　
し
か
し
、
形
だ
け
の
連
携
で
は

意
味
が
な
い
。
実
践
的
な
連
携
が

で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

区
役
所
で
は
関
連
機
関
を
訪
問

し
、
議
論
し
な
が
ら
、
新
た
な
連

携
組
織
の
基
礎
作
り
を
行
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
ま
さ
に
「
地
域
防

災
力
向
上
」
の
要
と
し
て
、
平
成

1
7
年
８
月
3
1
日
に
「
鶴
見
区
防
災

会
議
」
が
誕
生
し
た
。

図2　10の取り組み項目

　
防
災
会
議
で
は
発
足
と
同
時
に

「
鶴
見
区
防
災
宣
言
」
と
具
体
的

な
活
動
内
容
を
ま
と
め
た
「
1
0
の

取
組
項
目
」
を
発
表
し
た
（
図

１
・
２
）
。

　
こ
の
二
つ
は
、
鶴
見
区
が
災
害

対
策
に
つ
い
て
「
理
念
」
と
「
実

践
」
の
両
輪
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
表
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
「
鶴
見
区
防
災
宣
言
」
で
「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念

と
、
そ
の
推
進
に
向
け
、
地
域
を

構
成
す
る
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

内
外
に
示
す
一
方
、
「
1
0
の
取
組

項
目
」
で
、
具
体
的
な
取
組
内
容

を
明
示
し
、
よ
り
実
践
的
な
活
動

を
各
機
関
の
協
働
で
展
開
す
る
こ

と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

④
三
つ
の
防
災
計
画
策
定

　
横
浜
市
内
の
1
8
の
区
で
は
、

「
区
別
防
災
計
画
・
震
災
対
策
編
」

は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
災
害
に
つ
い
て
は
、
市
の
計
画

に
拠
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
区
民
生
活
と
直
結
す

る
区
役
所
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
特

性
や
地
域
の
実
態
に
即
し
た
災
害

種
別
ご
と
の
防
災
計
画
を
策
定

し
、
災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
す

る
と
と
も
に
、
地
域
・
企
業
・
行

政
そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
対
策
に
つ
い

て
情
報
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
鶴
見
区
は
、
住
宅
地
が
連
な
る

丘
陵
部
、
市
内
で
唯
一
の
一
級
河

川
鶴
見
川
に
沿
っ
た
沿
岸
部
、
日

本
の
重
化
学
工
業
の
発
展
を
支
え

て
き
た
京
浜
臨
海
部
を
抱
え
る
臨

海
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
防
災

対
策
上
も
災
害
種
別
ご
と
に
地
域

特
性
に
沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
地
域
特
性
に
即
し
た

対
策
を
盛
り
込
ん
だ
実
践
的
で
わ

か
り
や
す
い
「
防
災
計
画
」
の
整

備
を
目
標
に
、
「
震
災
対
策
編
」

の
改
訂
と
と
も
に
、
「
風
水
害
対

策
編
」
「
都
市
災
害
対
策
編
」
の

策
定
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　
現
在
各
計
画
と
も
、
策
定
作
業

中
で
あ
る
が
、
1
9
年
度
末
ま
で
に

は
、
三
つ
の
鶴
見
区
防
災
計
画
の

整
備
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

＠
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

　
一
方
、
地
域
の
備
え
と
連
携
を

強
化
す
る
た
め
平
成
1
7
年
９
月
か

ら
開
始
し
た
の
が
、
「
防
災
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
」
で
あ
る
。

　
目
的
は
、
防
災
情
報
の
提
供
や

啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
機
関
が
専
門
的
見
地
か

ら
、
地
域
か
ら
の
質
問
・
要
望
等

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
こ

と
、
ま
た
、
地
域
の
要
請
に
応
じ

て
、
専
門
性
を
活
か
し
た
自
主
的

な
防
災
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。

　
３
か
年
目
と
な
る
現
在
ま
で

に
、
「
風
水
害
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

（
国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務

所
・
横
浜
市
環
境
創
造
局
・
同
ま

ち
づ
く
り
調
整
局
・
同
安
全
管
理

局
（
鶴
見
消
防
署
）
　
・
鶴
見
区
役

所
で
構
成
）
と
し
て
、
延
べ
4
1

回
・
4
3
地
区
（
1
7
の
地
区
連
合
町

内
会
を
基
本
単
位
と
す
る
）
を
訪

問
し
、
５
百
人
以
上
の
参
加
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
活
動
は
は
じ
め
か
ら
順
風
満
帆

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
。
「
地
域
主
体
の
防
災
活
動
の

重
要
性
」
や
「
発
災
直
後
に
は
地

域
の
手
で
地
域
を
守
ら
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
」
な
ど
を
伝
え
る
度
に
、

「
行
政
の
責
任
回
避
」
「
鶴
見
川
の

氾
濫
は
あ
り
得
な
い
（
の
で
、
地

域
主
体
の
活
動
は
必
要
な
い
）
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
説
明

に
苦
慮
す
る
場
面
も
多
か
っ
た

が
、
繰
り
返
し
根
気
よ
く
伝
え
る

こ
と
で
、
参
加
者
は
次
第
に
耳
を

傾
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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さ
ら
に
は
、
防
災
活
動
に
関
す
る

建
設
的
な
意
見
や
提
案
が
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
で
は
あ

る
が
、
具
体
化
さ
れ
る
活
動
も
出

現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
メ
ン

バ
ー
に
と
っ
て
も
、
地
域
と
の
協

働
体
験
の
機
会
と
な
る
と
と
も

に
、
過
去
の
災
害
体
験
や
現
在
の

生
活
に
即
し
た
地
域
か
ら
の
提
案

や
意
見
に
学
ぶ
と
こ
ろ
の
多
い
貴

重
な
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
区
役
所
に
お
け
る
配
備
体
制
の

　
見
直
し

　
従
来
の
区
役
所
配
備
体
制
は
、

班
編
成
を
基
本
と
し
た
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
配
備
体
制
は

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
例
え

ば
、
極
め
て
限
ら
れ
た
人
数
で
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
休
日
・

夜
間
等
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
、
悪
条
件
下
で
は
機
能
し
得

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
先
述
し
た
よ
う
に
、

災
害
ご
と
に
、
３
分
・
１
時
間
・

３
時
間
と
災
害
発
生
後
の
時
間
を

軸
に
、
行
う
べ
き
活
動
と
配
備
体

制
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
検
討
後
、
第
一
の
作
業
と
し
て

整
備
し
た
の
は
、
初
動
期
に
誰
も

が
最
優
先
の
活
動
か
ら
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
「
カ
ー
ド
式
宿
日

直
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
注
Ｉ
）
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
時
間
の
経
過
と
動
員

者
の
増
加
に
沿
っ
て
、
班
体
制
へ

の
移
行
を
行
う
こ
と
と
し
、
風
水

害
に
つ
い
て
は
、
班
ご
と
の
カ
ー
ド

式
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
着
手
し
た
。

　
今
後
は
、
１
日
か
ら
２
日
、
３

日
、
さ
ら
に
そ
れ
以
降
の
体
制
を

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

２
風
水
害
対
策

　
鶴
見
区
に
お
け
る
災
害
対
策
上

の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
が
、
一
級

河
川
鶴
見
川
の
存
在
で
あ
る
。

　
か
つ
て
は
。
暴
れ
川
‘
と
呼
ば

れ
た
鶴
見
川
を
抱
え
る
鶴
見
区
で

は
、
昭
和
3
3
年
の
狩
野
川
台
風

（
区
内
の
家
屋
水
没
６
４
８
世
帯
、

床
上
浸
水
１
万
４
千
戸
）
を
は
じ

め
、
幾
た
び
か
深
刻
な
洪
水
被
害

を
受
け
て
き
た
（
注
２
）
。

　
総
合
治
水
対
策
の
進
展
に
よ

り
、
昭
和
5
7
年
以
来
、
河
川
の
氾

濫
に
よ
る
被
害
は
発
生
し
て
い
な

い
が
、
昨
今
の
ゲ
リ
ラ
的
な
集
中

豪
雨
な
ど
の
発
生
を
鑑
み
る
と
、

十
分
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

①
鶴
見
川
流
域
住
民
の
水
害
に
対

　
す
る
意
識
調
査

　
近
年
、
各
地
で
発
生
し
た
水
害

の
際
に
、
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

存
在
を
知
ら
な
い
住
民
が
大
多
数

で
、
実
際
に
役
に
立
た
な
か
っ
た
」

と
い
う
報
道
が
数
多
く
あ
り
、
今

後
の
水
害
対
策
上
の
課
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
鶴
見
区
も
例
外
で
は
な
い
。
風

水
害
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
で
各
地
域
を

回
っ
た
際
、
必
ず
出
さ
れ
る
の
が

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
る
の
を

知
ら
な
か
っ
た
。
」
「
水
害
時
の
避

難
場
所
を
知
ら
な
い
。
」
と
い
う

声
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
区
民
の
風
水
害
に
関

す
る
意
識
を
明
ら
か
に
し
、
今
後

の
取
組
に
活
か
す
た
め
、
平
成
1
7

年
1
2
月
に
、
鶴
見
区
民
２
千
人
を

対
象
に
、
国
土
交
通
省
京
浜
河
川

事
務
所
と
鶴
見
区
役
所
の
共
同
で

「
鶴
見
川
流
域
住
民
の
水
害
に
対

す
る
意
識
調
査
」
（
注
３
）
を
実

施
し
た
。
水
害
に
関
す
る
意
識
や

情
報
の
認
知
度
な
ど
を
調
査
項
目

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
設
問
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
例

え
ば
、
「
鶴
見
川
の
安
全
度
」
に

つ
い
て
は
、
「
安
全
と
は
言
い
切

れ
な
い
」
ま
た
は
、
「
ま
っ
た
く

安
全
と
は
思
え
な
い
」
と
す
る
人

を
あ
わ
せ
る
と
６
割
に
な
る
反

面
、
「
過
去
の
洪
水
を
知
ら
な
か

っ
た
」
と
回
答
し
た
人
が
３
割
を

超
え
て
い
た
（
図
３
）
。

　
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
認

知
度
に
つ
い
て
は
、
「
作
成
・
公

表
自
体
を
知
ら
な
か
っ
た
」
「
あ

る
の
は
知
っ
て
い
た
が
役
立
て
方

が
わ
か
ら
な
い
」
「
見
た
こ
と
は

あ
る
が
役
立
て
方
が
わ
か
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
人
の
合
計
が

9
7
・
３
％
に
も
の
ぼ
り
、
認
知
度

の
低
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の

で
あ
る
（
図
４
）
。

②
鶴
見
川
洪
水
避
難
地
図
（
鶴
見

　
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
改
訂

　
鶴
見
区
で
は
平
成
1
5
年
に
「
鶴

見
川
洪
水
避
難
地
図
」
（
以
下

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
い
う
）

が
策
定
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
「
鶴
見
川
流
域
住
民

の
水
害
に
対
す
る
意
識
調
査
」
の

結
果
等
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
認
知
度

は
極
め
て
低
い
。

　
そ
こ
で
、
「
地
域
に
と
っ
て
役

立
つ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
づ
く
り

（
改
訂
）
に
取
り
組
み
、
バ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
水
害
に
対
す
る
意
識
醸
成
の

一
助
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
最
も
大

き
な
特
徴
は
、
区
内
1
8
の
地
域

（
1
7
の
地
区
連
合
町
内
会
＋
1
つ

の
単
位
自
治
会
）
ご
と
に
、
地
域

の
住
民
が
知
り
た
い
と
思
う
情

報
＝
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
内
容

を
地
域
主
体
で
検
討
し
、
「
地
域

別
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
」
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
取
組
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
洪
水
の
不
安
が
あ
る

地
域
で
は
、
地
域
の
地
盤
高
を
表

し
た
図
（
図
５
）
、
下
水
道
に
よ

る
浸
水
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
で

は
、
幹
線
・
ポ
ン
プ
場
な
ど
を
示

し
た
浸
水
対
策
（
下
水
道
整
備
）

図
（
図
６
）
と
い
う
形
で
、
地
域

図３　鶴見川の安全度の実感次々と与えられる災害情報に機敏に対応　図４　鶴見川洪水ハザードマップの認知写真２



住
民
が
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
情

報
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
の
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
は
防
災
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
で
、
地
域
の
生
の
声
を
聴

取
し
た
各
機
関
が
、
そ
の
声
に
応

え
よ
う
と
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
作

成
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
践
的
活

動
か
ら
誕
生
し
た
付
加
価
値
の
高

い
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

③
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド

　
マ
ッ
プ

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
の
た
め

に
行
っ
た
地
域
ご
と
の
検
討
の
中

で
、
「
地
域
の
誰
も
が
知
っ
て
い

る
建
物
な
ど
に
浸
水
深
を
表
示
し

た
り
、
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
を

示
し
た
り
で
き
れ
ば
、
日
頃
か
ら

目
に
す
る
こ
と
で
、
水
害
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
、
意
識
が
向
上

す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見

が
出
た
地
域
が
複
数
出
現
し
た
。

　
こ
れ
は
国
土
交
通
省
や
自
治
体

で
す
で
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
（
注
４
）
と
同
様
の
発

想
で
あ
る
。
地
域
の
声
と
し
て
、

こ
う
し
た
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
、
風
水
害
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
等
、
防
災
意
識
啓
発
活
動
の

成
果
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
国
等
の
取
組
は
行

政
機
関
が
進
め
た
も
の
で
あ
り
、

事
業
実
施
の
過
程
に
地
域
の
参
画

は
な
い
。

　
し
か
し
、
住
民
に
サ
イ
ン
や
表

示
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
設
置
ま
で
の
過
程
に
地
域
が

関
わ
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
、
鶴
見
区
で
は
、
希
望

す
る
地
域
を
対
象
に
、
地
域
主
体

で
、
”
ま
ち
”
そ
の
も
の
を
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
す
る
「
ま
る
ご
と

ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
作

成
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し

た
。
（
平
成
1
9
年
度
は
３
地
域
で

取
組
を
開
始
）

【
概
要
】

　
・
水
害
発
生
時
に
、
迅
速
・
的
確

　
な
判
断
・
対
応
が
可
能
と
な
る

　
よ
う
、
ま
ち
の
中
の
身
近
な
場

　
所
に
浸
水
想
定
水
位
や
避
難
場

　
所
な
ど
の
サ
イ
ン
を
設
置
。

・
地
域
に
お
け
る
自
助
・
共
助
機

　
能
を
高
め
る
た
め
、
地
域
を
主

　
体
と
し
て
、
サ
イ
ン
の
内
容
・

　
表
示
方
法
・
設
置
場
所
を
検
討
。

・
防
災
意
識
向
上
を
め
ざ
し
、
設

　
置
し
た
サ
イ
ン
を
活
用
し
た
啓

　
発
活
動
を
実
施
。

【
特
徴
】

・
地
域
住
民
に
よ
る
”
ワ
ー
ク
シ

　
ョ
ッ
プ
“
”
ま
ち
歩
き
“
を
実

　
施
し
、
表
示
方
法
・
場
所
等
を

　
地
域
主
体
で
決
定
。

・
よ
り
活
用
度
の
高
い
サ
イ
ン
と

　
す
る
た
め
、
関
連
機
関
は
地
域

　
ご
と
に
担
当
チ
ー
ム
を
編
成

　
し
、
積
極
的
に
支
援
。

・
地
域
住
民
が
活
用
し
や
す
い
サ

　
イ
ン
と
す
る
た
め
、
区
内
企
業

　
等
に
協
力
を
働
き
か
け
、
”
ま
ち

　
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
“
的
な
建
物

　
へ
の
サ
イ
ン
表
示
な
ど
を
実
現
。

・
設
置
後
に
も
、
地
域
ご
と
に
。
ま

　
ち
歩
き
‘
等
を
実
施
し
、
ま
る
ご

　
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
を
防
災
意
識
の
醸
成
に
活
用
。

④
風
水
害
危
機
管
理
演
習

　
鶴
見
区
で
は
、
風
水
害
対
策
に

お
け
る
関
係
機
関
連
携
の
実
践
的

訓
練
と
し
て
「
風
水
害
危
機
管
理

演
習
」
を
行
っ
て
い
る
。

　
国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務
所

か
ら
の
呼
び
か
け
で
、
鶴
見
消
防

署
・
鶴
見
区
役
所
、
ま
た
、
地
域

の
参
加
も
得
て
平
成
1
7
年
度
か
ら

合
同
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
演
習
は
、
訓
練
当
日
に
付

与
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
そ

の
場
で
対
応
し
て
い
く
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
方
式
で
進
め
ら
れ
る
。

　
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
災
害
が

拡
大
し
、
避
難
勧
告
等
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
か
、
予
測
が
で
き
な

い
状
況
で
進
行
し
て
い
く
た
め
、

臨
機
応
変
な
判
断
力
や
迅
速
な
対

応
力
を
養
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
て
い
る
。
平
成
1
9
年
度
に
は
、

鶴
見
区
演
習
本
部
に
お
い
て
も
、

2
0
を
超
え
る
独
自
の
条
件
付
与
を

行
い
、
さ
ら
に
緊
張
感
溢
れ
る
訓

練
と
な
っ
た
。

江ケ崎町内会の地盤の高さ図５市場地区自治会連合会周辺の浸水対策図６
横
浜
市
鶴
見
区
：
カ
ー
ド
式
宿
日
直
マ
ニ
ュ

ア
ル

（
注
２
）

国
土
交
通
省
関
東
整
備
局
京
浜
河
川
事
務
所

：
暴
れ
川
の
記
憶

（
注
３
）

国
土
交
通
省
関
東
整
備
局
京
浜
河
川
事
務
所

：
鶴
見
川
流
域
住
民
の
水
害
に
対
す
る
意
識

調
査
報
告
書

（
注
４
）

国
土
交
通
省
河
川
局
：
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
実
施
の
手
引
き
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３
震
災
対
策

　
地
震
大
国
日
本
に
あ
っ
て
は
、

ど
の
地
域
に
い
つ
何
時
大
地
震
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　
し
か
し
、
先
述
し
た
と
お
り
、

地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
の
す

べ
て
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
直
後

と
同
様
の
危
機
意
識
を
持
ち
な
が

ら
活
動
を
継
続
し
て
き
た
わ
け
で

は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
鶴
見
区
で
は
、
地
域

防
災
拠
点
運
営
委
員
会
を
軸
に
、

風
化
し
つ
つ
あ
る
防
災
意
識
を
向

上
さ
せ
、
大
地
震
発
生
時
に
地
域

主
体
で
防
災
活
動
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
土
壌
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
と
し
た
。

①
防
災
拠
点
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
開

　
設
編
の
見
直
し

　
防
災
意
識
を
高
め
る
第
一
の
取

組
と
し
て
着
手
し
た
の
が
、
防
災

拠
点
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
開
設
編
の

見
直
し
で
あ
る
。

　
鶴
見
区
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
の
地
域
防
災
拠
点
で
画
一

的
な
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

使
用
し
て
い
た
が
、
施
設
内
容
等

が
異
な
る
中
、
そ
れ
で
は
、
実
際

に
地
震
が
起
き
た
と
き
に
混
乱
が

予
想
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
各
拠
点
の
施
設
や
周

辺
の
状
況
に
合
わ
せ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
区
内

3
1
防
災
拠
点
す
べ
て
で
、
開
設
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
点
検
・
見
直
し
を
実

施
し
た
。

　
校
門
や
防
災
備
蓄
庫
の
開
錠
か

ら
、
主
な
避
難
場
所
と
な
る
体
育

館
へ
の
入
場
方
法
ま
で
、
地
域
防

災
拠
点
の
委
員
が
実
際
に
施
設
を

点
検
し
な
が
ら
、
実
践
的
な
マ
ニ

ュ
ア
ル
へ
の
改
訂
を
行
っ
た
。

②
千
葉
県
震
度
５
弱
地
震
に
関
す

　
る
震
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
注
５
）

　
平
成
1
7
年
７
月
2
3
日
に
発
生
し

た
千
葉
県
北
西
部
を
震
源
と
す
る

地
震
は
鶴
見
区
内
で
も
震
度
５
弱

を
観
測
す
る
地
点
が
あ
る
大
規
模

な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
震
の

直
後
（
同
年
９
月
）
に
、
鶴
見
区

防
災
会
議
の
顧
問
で
あ
る
東
京
工

業
大
学
都
市
地
震
工
学
セ
ン
タ

ー
・
翠
川
教
授
と
の
共
同
で
、
鶴

見
区
民
８
千
人
を
対
象
に
、
区
民

が
体
感
し
た
地
震
の
揺
れ
具
合
や

家
具
や
食
器
の
揺
れ
方
な
ど
に
つ

い
て
、
緊
急
調
査
を
実
施
し
た
。

　
鶴
見
区
は
地
域
ご
と
の
地
盤
特

性
の
違
い
か
ら
地
震
発
生
時
の
揺

れ
方
が
大
き
く
異
な
る
傾
向
が
あ

る
が
、
こ
の
調
査
で
把
握
し
た
各

地
域
の
揺
れ
の
分
布
等
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
さ
ら
に
き
め
細
か
な

震
災
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
研
究
サ
イ
ド
と
行
政
が

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
調
査
に

対
す
る
住
民
の
信
頼
度
や
理
解
度

を
高
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
サ
ン

プ
ル
数
や
回
収
率
の
確
保
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
関
連
機
関
の

連
携
に
よ
る
活
動
の
好
事
例
と
な

っ
た
と
い
え
よ
ゝ
つ
。

③
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り

　
地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
向
上

策
と
し
て
平
成
1
8
年
度
か
ら
事
業

を
開
始
し
た
の
が
「
防
災
マ
ッ
プ

づ
く
り
」
で
あ
る
。

　
地
域
の
危
険
箇
所
を
ま
と
め
た

防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
む

地
域
を
公
募
し
、
専
門
家
や
、
区

職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
地

域
主
体
で
、
ま
ち
あ
る
き
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
重
ね
、
1
8
年

度
は
、
二
つ
の
地
域
で
防
災
マ
ッ

プ
と
日
頃
か
ら
の
備
え
を
盛
り
込

ん
だ
り
Ｉ
フ
レ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ

た
（
注
６
・
７
）
（
図
７
）
。

　
地
域
を
直
接
点
検
す
る
こ
と
で
、

危
険
箇
所
を
把
握
す
る
だ
け
で
な

く
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ

き
っ
か
け
づ
く
り
と
も
な
っ
た
。

４
要
援
護
者
対
策

　
災
害
対
策
を
考
え
る
上
で
、
重

要
な
要
素
の
一
つ
と
な
る
も
の
に

「
要
援
護
者
対
策
」
が
あ
る
。

　
国
で
は
、
平
成
1
8
年
３
月
に

「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
注
８
・
９
）

を
、
横
浜
市
で
は
、
平
成
1
9
年
２

月
、
「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
シ
ス
テ
ム
策
定
の
手
引
き
」

（
注
1
0
）
を
策
定
し
て
い
る
。

　
一
方
、
鶴
見
区
で
は
、
市
の
取

組
に
先
ん
じ
た
形
で
、
独
自
の
取

組
を
進
め
て
い
た
。

　
平
成
1
8
年
度
に
「
要
援
護
者
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
編

成
し
、
「
災
害
時
要
援
護
者
救
援

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
事
業
」
に
着
手

し
た
の
で
あ
る
。

①
平
成
1
8
年
度
の
取
組

　
鶴
見
区
に
在
住
す
る
１
万
人
を

超
え
る
災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢

者
、
障
害
者
、
日
本
語
に
不
慣
れ

な
外
国
人
等
）
の
う
ち
優
先
度
の

高
い
「
介
護
保
険
の
要
介
護
４
又

は
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
及

び
重
度
障
害
者
の
う
ち
障
害
者
居

宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
て
い

る
者
」
約
２
千
人
を
対
象
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
同
意
を
得
た

約
６
百
人
を
地
区
担
当
の
民
生
委

員
が
訪
問
し
、
情
報
カ
ー
ド
を
作

成
・
保
管
し
た
。

②
平
成
1
9
年
度
の
取
組

　
要
援
護
者
対
策
を
地
域
防
災
拠

点
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
、

す
べ
て
の
地
域
防
災
拠
点
運
営
委

員
会
に
民
生
委
員
が
参
画
す
る
仕

組
み
を
確
立
し
た
。

　
こ
う
し
た
体
制
の
も
と
、
各
地

域
防
災
拠
点
で
、
横
浜
市
が
策
定

し
た
手
引
き
を
も
と
に
、
対
象
者

一
人
ひ
と
り
の
災
害
時
の
避
難
に

図７　防災マップとリーフレット
　　　(東台小学校地域防災拠点)

図８　個別支援プランとは…図９　取組の進め方（例）
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つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

支
援
す
る
か
を
協
議
し
、
「
鶴
見

区
災
害
時
個
別
支
援
プ
ラ
ン
」

（
注
1
1
）
（
図
８
）
と
し
て
整
備
す

る
と
と
も
に
、
平
常
時
か
ら
の
災

害
に
備
え
た
要
援
護
者
の
避
難
を

支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
た
（
図
９
）
。

　
個
別
支
援
プ
ラ
ン
作
成
に
あ
た

っ
て
は
２
箇
所
の
先
行
モ
デ
ル
地

区
を
設
定
し
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン

づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
鶴
見
区

に
お
け
る
個
別
支
援
プ
ラ
ン
作
成

の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
残
り
の
地
域
防
災
拠

点
（
2
9
地
区
）
で
プ
ラ
ン
作
り
を

実
施
し
て
い
く
。

５
一
そ
の
他
の
取
組

①
情
報
受
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
災
害
時
に
迅
速
に
情
報
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
地
域
な
ど
の
状
況

を
受
信
で
き
る
よ
う
、
鶴
見
区
で

は
、
平
成
1
8
年
度
に
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
機
能
を
活
用
し
、
双
方
向

に
情
報
を
や
り
と
り
で
き
る
独
自

の
情
報
受
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
（
図
1
0
）
。
平
成
1
9
年
４
月
か

ら
本
格
稼
動
し
、
現
在
は
災
害
発

生
に
備
え
、
風
水
害
危
機
管
理
演

習
・
震
災
対
策
動
員
訓
練
等
で
情

報
受
伝
達
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

②
家
具
転
倒
防
止
対
策

　
阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て

は
、
家
屋
倒
壊
・
家
具
の
転
倒
に

よ
る
死
傷
者
が
多
数
発
生
し
た
。

　
そ
こ
で
、
鶴
見
区
で
は
、
平
成

1
8
年
度
か
ら
家
具
転
倒
防
止
器
具

の
取
り
付
け
支
援
を
開
始
し
た
。

　
鶴
見
区
の
取
組
の
特
徴
は
、
鶴

見
区
建
築
事
務
所
協
会
と
区
内
大

型
ス
ー
パ
ー
の
協
力
を
得
て
、
地

域
を
あ
げ
て
事
業
を
実
施
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
耐
震
補
強
に
取
り
組

む
世
帯
の
増
加
に
つ
な
が
る
有
効

な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

６
課
題
と
今
後
の
方
向
性

　
以
上
、
鶴
見
区
に
お
け
る
災
害

対
策
強
化
の
取
組
に
つ
い
て
、
概

括
し
て
き
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
防
災
活
動
事
例

発
表
会
な
ど
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を

積
極
的
に
行
う
等
、
趣
向
を
凝
ら

し
な
が
ら
、
地
域
防
災
力
向
上
に

向
け
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
地

域
を
主
体
と
位
置
づ
け
、
進
め
て

き
た
取
組
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

①
課
題

　
し
か
し
、
開
始
後
３
年
目
を
迎

え
た
現
在
も
、
課
題
は
多
い
。

　
例
え
ば
、
地
域
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
防
災
意
識
の
醸
成
や
、

災
害
時
の
防
災
体
制
の
充
実
、
若

年
層
の
防
災
活
動
へ
の
参
加
等
々

が
、
区
役
所
に
お
い
て
は
、
区
職

員
全
員
が
防
災
対
策
が
自
ら
の
使

命
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認

識
す
る
こ
と
や
、
実
効
性
あ
る
防

災
体
制
の
推
進
、
関
連
機
関
と
の

連
携
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
災
害
種
別
ご
と
に
み
れ

ば
、
震
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
耐

震
補
強
実
施
世
帯
増
加
へ
の
取
組

等
が
、
風
水
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
に
よ
る
避
難

情
報
等
の
地
域
へ
の
早
期
伝
達
手

法
の
確
立
等
が
、
都
市
災
害
に
つ

い
て
は
、
対
応
の
基
本
と
な
る
区

内
企
業
と
区
役
所
の
情
報
受
伝
達

体
制
の
確
立
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

②
地
域
活
動
の
担
い
手
育
成
の
重

　
要
性

　
地
域
＝
災
害
の
現
場
と
な
る
主

体
を
抱
え
る
区
役
所
に
お
い
て
、

と
り
わ
け
重
要
と
な
る
と
考
え
て

い
る
の
が
、
地
域
に
お
け
る
防
災

活
動
の
中
心
か
つ
指
導
者
的
存
在

と
な
る
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
育

成
支
援
で
あ
る
。

　
地
域
防
災
活
動
が
地
域
の
手
に

よ
っ
て
自
主
的
・
主
体
的
に
行
わ

れ
る
た
め
に
は
、
活
動
の
担
い
手

と
そ
れ
を
育
て
る
地
域
内
の
指
導

者
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。

鶴
見
区
で
は
、
こ
う
し
た
防
災
リ

ー
ダ
ー
等
、
防
災
活
動
の
担
い
手

の
育
成
を
、
今
後
も
、
関
連
機
関

と
手
を
携
え
な
が
ら
、
持
て
る
専

門
性
、
知
識
・
情
報
、
ネ
ッ
ト
ワ

Ｉ
ク
を
駆
使
し
て
、
根
気
強
く
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
結
び
に

　
お
り
し
も
、
鶴
見
区
は
平
成
1
9

年
1
0
月
に
、
区
制
施
行
8
0
周
年
を

迎
え
た
。
１
０
０
周
年
に
向
け
、

区
を
あ
げ
て
、
未
来
に
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
中
、
防
災

対
策
に
つ
い
て
も
、
こ
の
記
念
す

べ
き
年
を
契
機
に
、
よ
り
一
層
の

推
進
を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
推
進
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
要

素
に
な
る
と
考
え
る
の
は
、
「
理

論
と
実
践
の
融
合
」
で
あ
る
。
人
々

の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
も

の
だ
か
ら
こ
そ
、
防
災
対
策
は
行

政
の
み
で
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
行
政
機
関
が
理
論
や
デ
ー

タ
だ
け
を
基
に
策
定
し
た
対
策
で

は
地
域
は
動
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
鶴
見
区
役
所
及
び
こ
れ
ま
で
と

も
に
防
災
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
関
連
機
関
は
、
地
域
に
入
り
、

事
業
を
展
開
す
る
中
で
そ
う
し
た

こ
と
を
肌
で
感
じ
、
学
ん
で
き
た
。

　
今
後
も
、
区
民
の
声
に
耳
を
傾

け
る
と
と
も
に
、
防
災
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
地
域
の
人
々
が
楽
し
み

な
が
ら
防
災
対
策
の
重
要
性
を
理

解
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
入
れ

る
等
、
最
大
限
の
工
夫
を
凝
ら
し
、

地
域
と
と
も
に
具
体
的
な
対
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

図10　携帯メール配信システムの構築　
（
注
５
）

　
大
中
太
郎
・
翠
川
三
郎
・
阿
部
進
：
ア
ン
ケ

　
ー
ト
震
度
調
査
に
基
づ
く
高
密
度
震
度
分
布

　
図
の
作
成

　
（
注
６
）

　
東
台
小
学
校
地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
：

　
災
害
か
ら
。
ま
ち
’
を
守
る

　
（
注
７
）

　
寺
尾
小
学
校
地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
：

　
ふ
る
さ
と
寺
尾
の
ま
ち
を
知
ろ
う
口

　
（
注
８
）

　
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
対
策
に
関
す
る
検

　
討
会
：
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
対
策
に
関

　
す
る
検
討
会
検
討
報
告

　
（
注
９
）

　
災
１
　
時
要
援
護
者
の
避
難
対
策
に
関
す
る
検

　
討
会
：
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ

　
ド
ラ
イ
ン

　
（
注
1
0
）

　
横
浜
市
健
康
福
祉
局
：
災
害
時
要
援
護
者
の

、
避
難
支
援
シ
ス
テ
ム
策
定
の
手
引
き

　
（
注
1
1
）

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
で
き
な
い
要
援
護
者

　
の
情
報
（
居
場
所
等
、
避
難
援
助
に
必
要
な

　
情
報
）
を
支
援
者
側
（
地
域
防
災
拠
点
運
営

　
委
員
会
）
が
事
前
に
把
握
し
、
当
該
要
援
護

　
者
に
対
し
て
行
う
具
体
的
支
援
に
つ
い
て
、

　
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
個
人
ご
と
の
カ

　
ー
ド
に
ま
と
め
た
も
の
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